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を分裂病群と対照群で比較 してみると,分裂病全体で解

析すると両群問では有意な差は認められなかった.次に,

遺伝負因の有観 発症年齢の高低,塵症慶の違いで分裂

病欝を各々2分し,対照群と比較 してみたが,やはり有

意な差は得られなかった.今回の結果から,DAD4受

容体遺伝子と分裂病の関連性は否定的であった.

12)最近 5年間の新潟大学稀神科 リエゾン外来

の臨床統計
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1984年3月に新潟大学檎押掛に リエゾン外来が開設

されてから,今年で十年になる.1986年から1988年蜜

での院内他診療科から精神科外来へ依療された症例の臨

床統計は,現三島病院の森田らがまとめているので,今

回我々は,考の嬢の1989年から1993年の5年間につい

て調査した.

今ll車,Tl調度対象は,1989年1FH I.1かL■､1993年1二汀】

31日までの5年間に,院内他科からの依鮪で精神科外来

を受診 した総数760名の患者である.

性別は男性351人.女惟409人て.女~作が苦:T･阜い傾

向にあった.外来入院別では入院が367.外来はニi93で.

極像か外来がÅ院を上回っていた.

が36軌 児童外来が35,不明が3であり, リエゾン外来

宛が47%であった.

次に入院群と外来群について,各をの臨床特徴を検討

した.

その結果は,入院群では外来群より高齢者が多い,顔

体疾患をこ基づいた器質性精神障害と,身体疾患に対する

反応性の精神障害が多い,その精神障害は改善 しやすい

などであり,これに対して外来群では}身体疾患がない

のかこ身体症状が前寮に出ている精神障害と精神症状の明

らかな精神障害が多い,精神障害の転帰は不変の率がよ

り高くなる傾向がある,などであった,

今回の結果を,19髄年から1粥8年までに森田らが行っ

た調査結果と比較すると,対象患者級数が年間平均 180

名であったのかこ対 して,今回の結果では年間平均は152

名であり,地租からの依頼件数は減少傾向にあった.そ

の理由の--つとして,髄鞘からの依頼患者に責める精神

症状め明らかな精神障害患者の紹介数の減少が考えられ

ら.これは,うつ病などの精神疾患の知識が一般に広 く

浸適 し 患者泰人が受診料を正しく選択出来るようになっ

ているのも一因と考えられる.

蜜た,地租からの紹介患者に占める, リエゾン外来患

者の比率は,森田らの調査では39%であったものから,

今回の調査結果では47%と増加 していた,これは,この

5年間で精神科 リエゾソ外来の存在が,一層地租におい

て知られてきたためと思われる.

しかし Å院 ･外来別のfjエゾン外来紹介率では,A

院群で41%,外来群で51%であり,外来群の方でより高

いという結果になった.本来9 リエゾン的な関与がより

必要と考えられる入院群において, リエゾソ外来紹介率

が外来群より屯低い理由は, リエゾン外来が木曜日のみ

であり,より早期の処匿が要求される例では,対応 しき

れないという車が考えられる.これは今後の課腰である.

今後は今回の調査結果を参考にして,締押掛 リエゾン

診療をより充嚢 したものにしていきたいと考えている平

丑3) リエゾソ外来受診中に身 体 疾 患の悪化によ

り死亡 した症例の検討
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総合病院のコンサルテーション- ljエゾン外来におい

ては,身体疾患を有する患者の精神医学的な診断治療を

求められることが多い.これらの患者の中に抑うつ症状

を呈しながら,抗うつ薬や抗不安薬にほとんど反応せず,

まもなく身体疾患が悪化して死亡する症例が存在する,

そこで本研究では新潟大学掃神科コンサルテーション･

リエゾン外来を受診 した症例のうち,身体疾患が悪化 し


